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議員定数検討特別委員会において、市民の意見
を確認するため、議員定数に関するアンケート
を実施しました。アンケートにご協力いただき、
ありがとうございました。

質問4 小野市議会の議員定数（現在16人）についてどう思われますか

「減らした方がよい」主な意見
・人口が減少していくので議員数も減らすべき
・近隣市（三木市など）と比較して多いから
・議員の活動内容がわからないから
・人件費削減のため
・議員数や議員報酬を見直すべき　など

「現状維持にすべき」主な意見
・他市と比較して妥当な数だと思うから
・議員数ではなく議員報酬を見直すべき
・削減すると一人当たりの業務量が多くなり
　負担が増えるから　など

「分からない」主な意見
・議員の活動内容が分からない
　　　　　　　　　　　など

「増やした方がよい」主な意見
・人数が多い方が多くの意見を反映できるから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

（単位：人）年代別内訳

回答数

（人）
10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

計

14

50

85

116

129

161

153

70

778

人数

2

1

1

2

1

1

8

割合

0%

4.0%

1.2%

0.9%

1.6%

0.6%

0%

1.4%

1.0%

人数

6

9

15

26

21

37

36

15

165

割合

42.9%

18.0%

17.6%

22.4%

16.3%

23.0%

23.5%

21.4%

21.2%

人数

3

25

48

61

84

99

96

45

461

割合

21.4%

50.0%

56.5%

52.6%

65.1%

61.4%

62.8%

64.3%

59.3%

人数

5

14

21

28

22

24

21

9

144

割合
増やした方がよい 現状維持 減らした方がよい

内　　　　訳
分からない

35.7%

28.0%

24.7%

24.1%

17.1%

14.9%

13.7%

12.9%

18.5%

分からない
18.5%

減らした方がよい
59.3%

現状維持
21.2%

増やした方が
よい　1.0%

アンケート調査結果報告　

対象者
　小野市在住の18歳以上の方の中から
無作為に2000人を抽出

実施期間
　令和6年11月8日(金)～令和6年11月
27日(水)

回答方法
　郵送、FAX、WEB等で回答

回答状況
　回答数　778人（回答率38.9％）

質問1 年代

70代
19.7%

60代
20.7%

80代以上
9%

10代
1.8%20代

6.4%
30代
10.9%40代

14.9%

50代
16.6%

質問2 性別

質問3 議会の活動について、 情報をどこから得ているか

（単位：人）

詳細はHPを
ご覧ください

性別ごとの年齢構成割合

小野市議会だより
議員からの発信

市議会ホームページ
議会の公式YouTube

議会傍聴
ONO Press

その他
市議会の情報を得たことが無い

69.4%
80%70%60%50%40%30%20%10%

10代

男性

女性

その他

計

割合

46.5%

53.2%

0.3%

100%

362

414

2

778

100%

34

35

1

70

9.0%

77

76

153

19.7%

76

85

161

20.7%

48

81

129

16.6%

49

66

1

116

14.9%

39

46

85

10.9%

28

22

50

6.4%

11

3

14

1.8%

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 計 割合

0%

10.7%
5.2%

1.1%
0.1%
0.1%
2.3%

11.1%

議会だよりを
読んでくださって
いる方が多い !
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市議会に対するご意見もたくさんいただきました

多くの市民の意見を聞いて審議してほしい 議員をあまり身近に感じない

医療や福祉に力を入れてほしい 議員と直接会う機会がない

市の将来像について議論してほしい 活動内容がわかりにくい

地域に密着した活動をしてほしい 市民目線で活動してほしい

議会だよりについてのご意見も!

貴重なご意見ありがとうございました!
小野市議会として、今後も市民目線に立ち

見える活動をして参ります。

今、市が抱えている問題を知らせるなど、
もっと読ませる工夫をして欲しい

議会だよりを読んでいるがWEBだけに
なったら読まなくなりそう

年４回の発行は少ない 新聞折り込みをしてもいいかも

議員定数検討特別委員会で審査

・議員は市民の代表であり、本来であれば
個々の議員で判断すべき議案だが、議会
として特別委員会を設置し、アンケート
を実施すると決めたのであれば、アンケ
ート結果は当然尊重するべき。
・議員の数が多いことで、より多くの市民
の意見を反映できるという考え方は理解
できるものではあるが、いかにして自ら
の質を高め、民意を効果的に反映させる
かを基本に、我々議員自らが重い決断を
もって、身を切ることが議会改革のひと
つの形。
・議員定数を削減することで、改めて覚悟
を持って活動し、これまで以上に市民か
ら信頼される議会にしていかなければな
らない。

・議員定数の削減は、多様な市民の声を市
政に反映させる力が弱まるということ、
また行政に対する議会のチェック機能が
弱まるというマイナス面がある。
・経費削減という面から見ても、２人減ら
せば年間1400万円ほど削減できるが、
見直せばいいものは他にもある。
・議員の一般質問を通じて実現した事業も
数多くあり、市政のあり方についても使
用料、利用料の改定のように、市民の皆
さんから反対や疑問の声が寄せられ、議
員が取り上げて一定の修正がなされた事
例もある。
・小野市と人口が同じぐらいの全国22市
の平均は17.7人。人口減少の中とはい
え、拙速に定数を削減する必要はない。

賛成討論 反対討論

委員会
可決

付託議案：議員提出議案第１号
　　　　　小野市議会議員定数条例の一部を改正する条例の
　　　　　制定について

審査結果：反対討論があったものの採決の結果、賛成
　　　　　多数をもって可決すべきものと決定。

開催回数：7回

議案審査で出た主な議論
・16人で運営している議会内の役職や仕事を14人にする際、議員1人1人の
意識改革に加え、組織のあり方、仕組みを変える必要があるのでは。
・２人減らすことで当局のチェック機能は弱まる可能性はあるが、定数減を
望む意見が59.3％であることの現実を分析し、受け止める必要がある。
定数減はやむを得ないのでは。

次の一般選挙から小野市議会の
議員定数は14人とすることに決定しました

本会議４日目
（１２月２５日）
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会
議
期
間
24
日
間

（
12
月
2
日
〜
12
月
25
日
）

12
月

定
例
会

第451回

　
「
国
民
の
安
心
・
安
全
と
持
続
的
な
成
長
に
向
け
た

総
合
経
済
対
策
」
に
基
づ
き
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
子
育
て
世
帯
に
は
、
給

付
金
を
加
算
し
て
支
給
し
ま
す
。

《
支
給
対
象
者
》

　
世
帯
全
員
が
令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
で
あ
る

世
帯
の
世
帯
主

《
給
付
金
額
》

　
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
、
子
育
て
世
帯
は
子
ど
も

１
人
あ
た
り
２
万
円
を
加
算

《
対
象
世
帯
》

　
子
育
て
世
帯
約
３
８
０
世
帯
を
含
む
約
４
，
５
０

０
世
帯

《
事
業
費
》

　
１
億
５
，
８
０
０
万
円
（
国
庫
）

《
支
給
時
期
》

　
令
和
７
年
１
月
末
以
降

審議議案の中から PICK UP!!審議議案の中から PICK UP!!

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
病
床
が
フ
ル
オ
ー
プ
ン
で
き
て

い
な
い
中
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
の
増
等
、

安
定
し
た
経
営
及
び
医
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
負

担
金
を
増
額
し
ま
す
。　

《
補
正
額
》
　
１
億
３
，
０
０
０
万
円

　
市
内
99
自
治
会
等
の
う
ち
、
既

に
45
自
治
会
等
に
つ
い
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ド
ラ
ム
缶
へ
交
換
完
了
。

当
初
の
想
定
を
上
回
る
進
捗
と
な

っ
て
お
り
、
今
後
交
換
を
希
望
さ

れ
る
自
治
会
等
に
対
し
て
早
期
に

対
応
す
る
た
め
、
購
入
費
用
を
増

額
し
ま
す
。

《
補
正
額
》
　
１
０
０
万
円

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
若
年
層
を
重
点

的
に
給
与
を
平
均
３
％
引
き
上
げ
、
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
０
．
０
５
月
分
引
き
上
げ
よ

う
と
す
る
も
の
。
ま
た
、
地
域
手
当
を
国
の
基
準
に

合
わ
せ
、
４
％
支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
。（
令
和

７
年
度
：
２
％
）

　
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
期
末
手
当
及
び

議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧
告

に
伴
う
一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
０
．

１
月
分
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
。

市
長
提
出
議
案・・・18
件

（
補
正
予
算
７
件
・
条
例
改
正
５
件
・
人
事
２
件
・
契
約
１
件
・
そ
の
他
３
件
）

議
員
提
出
議
案・・・１
件（
条
例
１
件
）

令和６年度小野市一般会計補正予算（第７号）

令和６年度小野市一般会計補正予算（第８号）

令和６年度小野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和６年度小野市介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和６年度小野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和６年度小野市水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年度小野市下水道事業会計補正予算（第２号）
小野市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
小野市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

新幼稚園整備工事請負契約について
小野市固定資産評価審査委員会委員の選任について
加西市山下町　横山　英一氏　　小野市久保木町　藤原　康博氏
小野市教育委員会委員の任命について
小野市下来住町　藤本　真理氏　　小野市王子町　加納　昌樹氏
小野市うるおい交流館の管理に係る指定管理者の指定について

小野市一般廃棄物最終処分場の管理に係る指定管理者の指定について

小野市都市公園の管理に係る指定管理者の指定について

特別職の職員で常勤
のものの給与に関す
る条例の一部を改正
する条例の制定につ
いて

議会の議員の議員報
酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を
改正する条例の制定
について

小野市議会議員定数
条例の一部を改正す
る条例の制定につい
て

※　髙坂純子議員は、議長のため表決権はありません。 賛成＝○　　反対＝●

河
島
信
行

無会派
髙
坂
純
子

無会派
喜
始
真
吾

無会派
藤
原　

章

無会派
宮
脇
健
一

無会派
村
本
洋
子

川
名
善
三

公明党
前
田
光
教

河
島
三
奈

市民クラブ
小
林
千
津
子

山
本
麻
貴
子

掘
井
ひ
さ
代

おの未来図
前
田
昌
宏

平
田
真
実

山
本
悟
朗

創生おの
安
達
哲
郎

議
決
結
果

可　

決

可　

決

可　

決

欠　

席

欠　

席

欠　

席

欠　

席

欠　

席

欠　

席

12

10

12

1

3

1

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

●

●

○

○

○

※

※

※

○

●

○

賛　
　

成

反　
　

対
議案名等

会派名
議員名

★賛否が分かれた議案と審議結果

★全会一致で可決・同意した議案

第
69
号

第
70
号

議
員
提
出
議
案

第
１
号

条
　
　
　
例

第5 5号

第6 2号

第6 3号

第6 4号

第6 5号

第6 6号

第6 7号

第5 6号

第5 7号

第6 8号

第7 1号

第6 1号

第7 2号

第5 8号

第5 9号

第6 0号

議案番号区分 議　　案　　名

補
　
正
　
予
　
算

条
　
例

人
　 

事

契約

そ
の
他

⑥

物
価
高
の
影
響
を
特
に
受
け
る
低
所
得

世
帯
へ
の
支
援
を
実
施
！

一
般
会
計
補
正
予
算
第
８
号
（
議
案
第
62
号
）

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団

負
担
金
の
増
額

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ド
ラ
ム
缶
購
入
費
用

を
増
額

一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号
（
議
案
第
55
号
）

一般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
68
号
）

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
69
号
）

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
70
号
）

⑦

提出議案と審議結果



（一般質問は発言した議員が編集しました）

●一般質問とは……
　市政全般にわたり、執行機関（市長）に対し事務の執行状況や将来における政策方針等につい
　て議員が質問し、市長や部長等が答弁します。
　また、小野市では、市長から提出された議案についても一般質問することができます。
●質問テーマは?
　1 .  質問する内容は、議案とは関係なく議員個人が自由に決めています。
　2 .  議員個人が自分なりの問題意識を市政に問い、市の見解を求めます。
●質問の制限時間は?
　１人あたりの制限時間は40分です。（答弁は含みません）

　
《一般質問をスマホ・タブレットで視聴できます! 》
各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、
その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

ここが聞きたい　
一般質問!!

ここが聞きたい　
一般質問!!市民のみなさまの生活に

関わることについて、
9人の議員が
一般質問を行いました。

各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

■
■
　

質
問
　
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と
在
宅

介
護
の
提
供
体
制
の
構
築
は
？

■
■
　

答
弁
　
平
成
27
年
度
か
ら
在
宅
医
療
介
護

連
携
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
年
２
回
会

議
を
開
催
し
、
双
方
の
役
割
の
理
解
と
顔

が
見
え
る
関
係
づ
く
り
や
市
民
へ
の
情
報

発
信
を
行
う
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
社

協
に
設
置
し
て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
毎
月
地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催

し
、
医
療
職
と
福
祉
職
等
が
多
角
的
に
支

援
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
緊
急
に
支
援

が
必
要
な
場
合
に
は
随
時
、
ケ
ー
ス
会
議

を
開
催
し
、
迅
速
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い

る
。

　
ま
た
、
入
･
退
院
時
の
連
携
体
制
は
、

各
病
院
の
地
域
医
療
連
携
室
と
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
間
で
「
入
院
時
・
退
院
時
情
報

連
携
書
」
を
活
用
。
昨
年
度
よ
り
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
訪
問
看
護
等
で
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」
を
利
用
し
た
迅
速
に

情
報
共
有
が
で
き
る
仕
組
み
を
取
り
入

れ
、
円
滑
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

認
知
症
の
方
に
寄
り
添
っ
た
地
域

社
会
の
構
築
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
新
し
い
認
知
症
観
の
普
及
や
新
し

い
認
知
症
観
に
基
づ
い
た
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
、
研
修
等
に
つ
い
て
。

■
■
　

答
弁
　
新
し
い
認
知
症
観
を
普
及
し
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
今
年
度
よ
り
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
取
り
入
れ
、
認
知

症
の
方
の
「
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
」
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。
市
内
の
全
小
学
４
年

生
を
対
象
に
「
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
や
、
毎
年
、
地
区
を
巡
回

し
、
高
齢
者
見
守
り
模
擬
訓
練
を
行
い
、

地
域
で
認
知
症
の
方
を
見
守
る
意
識
の
醸

成
を
図
っ
て
い
る
。　
　
　
　
（
市
当
局
）

村
本
洋
子
議
員
（
公
　
明
　
党
）

身
元
保
証
や
終
活
を
支
え
る
体
制
を

国
の
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
結
果
を
注
視
し
研
究
・
検
証

答
弁

QRコード

⑧各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

■
■
　

質
問
　
見
守
り
活
動
の
担
い
手
も
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る

見
守
り
活
動
は
。

■
■
　

答
弁
　
市
が
実
施
す
る
緊
急
通
報
事
業

は
、
体
調
急
変
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と

で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
繋
が
り
、
救
急
車
の

要
請
と
家
族
等
に
連
絡
を
す
る
も
の
で
あ

る
。
希
望
に
よ
り
寝
室
等
に
セ
ン
サ
ー
を

設
置
す
る
と
24
時
間
感
知
し
な
い
場
合
に

家
族
に
連
絡
が
行
く
。
現
在
１
１
９
名
の

利
用
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
80
歳
以
上
の
方
へ
の
病
気
等
の
申

請
要
件
を
外
せ
な
い
か
。

■
■
　

答
弁
　
高
血
圧
も
病
気
に
含
め
る
な
ど
幅

広
い
要
件
と
し
て
お
り
、
必
要
な
方
は
制

度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
要
件
の

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。　
（
市
当
局
）

高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
を
防
止
す

る
対
策
は

■
■
　

答
弁
　
高
齢
者
の
活
動
機
会
の
提
供
と
し

て
、
様
々
な
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
生
委
員
の
方
が

高
齢
者
の
み
世
帯
を
戸
別
訪
問
し
、
地
域

で
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
社
会
的
孤
立
で
問
題
と
な
る
場
面

と
し
て
、
身
体
面
で
の
不
安
が
あ
り
な
が

ら
介
護
保
険
等
を
利
用
さ
れ
な
い
方
へ
の

サ
ポ
ー
ト
は
。

■
■
　

答
弁
　
後
期
高
齢
者
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業

と
し
て
、
保
健
師
等
が
病
院
に
全
く
か
か

っ
て
い
な
い
方
や
継
続
す
べ
き
治
療
や
薬

を
中
断
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
の
家
庭

訪
問
を
実
施
し
保
健
指
導
を
行
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
労
体
験
）の

実
施
に
よ
る
若
手
人
材
の
確
保
は

■
■
　

答
弁
　
今
年
度
、
北
播
磨
の
企
業
１
３
２

社
で
小
野
工
業
高
校
の
生
徒
１
４
７
人
の

受
入
れ
が
あ
っ
た
。
参
加
し
た
企
業
が
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
将
来
的
に
は
大
学
生

へ
の
展
開
を
期
待
し
て
い
る
。（
市
当
局
）

前
田
昌
宏
議
員
（
お
の
未
来
図
）

高
齢
者
の
緊
急
通
報
事
業
に
つ
い
て

浴
室
で
24
時
間
動
け
ず
に
い
た
方
を
救
急
搬
送

答
弁

■
■
　

質
問
　
河
合
中
学
校
を
ど
の
よ
う
に
改
修

す
る
か
検
討
す
る
た
め
、
河
合
中
学
校
大

規
模
改
修
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

が
、
現
在
の
取
組
状
況
は
。

■
■
　

答
弁
　
検
討
委
員
会
は
、
河
合
地
区
の
代

表
自
治
会
長
を
委
員
長
と
し
、
自
治
会
代

表
、
河
合
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
学

校
評
議
員
、
河
合
小
・
中
学
校
管
理
職
で

構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
意

見
を
聞
い
て
い
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

考
慮
し
た
立
地
場
所
の
選
定
、
小
中
学
校

の
校
舎
を
１
つ
に
ま
と
め
る
義
務
教
育
学

校
や
小
中
学
校
の
校
舎
を
隣
接
さ
せ
る
こ

と
の
是
非
な
ど
、
多
様
な
観
点
で
議
論
を

行
っ
て
い
る
。
地
域
の
方
々
の
活
動
の
拠

点
施
設
と
な
る
よ
う
十
分
に
協
議
を
重
ね

て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
河
合
や
下
東
条
の
コ
ミ
セ
ン
は
改

修
や
整
備
に
係
る
費
用
の
課
題
も
あ
る
。

学
校
施
設
と
コ
ミ
セ
ン
の
複
合
化
な
ど
、

施
設
の
集
約
化
等
に
向
け
た
計
画
を
し
っ

か
り
と
立
て
る
べ
き
と
考
え
る
。
市
長
は

議
会
で
「
小
野
市
は
基
本
的
に
学
校
の
統

合
は
し
な
い
」
と
発
言
す
る
一
方
で
「
こ

れ
を
市
民
に
分
か
っ
て
も
ら
う
周
知
の
場

は
設
け
て
い
な
い
が
、
市
長
は
何
を
考
え

と
る
ね
ん
と
い
う
市
民
か
ら
の
声
も
な
い
」

「
気
が
つ
い
て
み
た
ら
、
小
野
市
だ
け
学

校
統
合
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
リ
ス

ク
も
あ
る
こ
と
は
事
実
」
と
も
発
言
し
て

お
ら
れ
る
。
将
来
を
見
据
え
て
市
民
へ
情

報
提
供
し
、
周
知
し
た
う
え
で
な
い
と
市

民
か
ら
の
意
見
は
出
て
こ
な
い
の
で
は
な

い
か
。

■
■
　

答
弁
　
内
部
で
の
素
案
は
あ
る
。
教
育
委

員
会
を
含
め
、
し
っ
か
り
意
見
を
聞
い
て

ほ
し
い
。
市
民
か
ら
も
意
見
が
出
て
く
る

こ
と
を
願
う
。　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

平
田
真
実
議
員
（
創
生
お
の
）

教
育
施
設
統
合
の
可
能
性
や
方
向
性
は

市
民
か
ら
も
様
々
な
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
た
い

答
弁

QRコード

QRコード

⑨



各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

■
■
　

質
問　
「
だ
か
ら
お
の
な
の
か
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
内
容
を
問
う
。

■
■
　

答
弁　
小
野
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
ふ
る
さ
と

納
税
Ｐ
Ｒ
を
連
動
さ
せ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
Ｐ
Ｒ
用
特
設
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
観
光
と

ふ
る
さ
と
納
税
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
Ｔ
Ｖ
情
報
番
組
や
、
新
聞
掲
載
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
拡
散
に
よ
り
、
小
野
市
の
魅
力

再
発
見
に
繋
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

（
市
当
局
）

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て

■
■
　

質
問　
官
民
連
携
に
よ
る
取
組
の
経
緯
、

取
組
内
容
、
方
向
性
を
問
う
。

■
■
　

答
弁　
株
式
会
社
エ
フ
ピ
コ
が
ひ
ょ
う
ご

小
野
産
業
団
地
へ
の
進
出
を
契
機
に
、
市

と
歩
調
を
合
わ
せ
リ
サ
イ
ク
ル
や
脱
炭
素

に
関
す
る
取
組
に
協
力
し
た
い
と
の
申
し

出
を
い
た
だ
い
た
。
市
と
し
て
も
資
源
環

境
に
よ
る
ゴ
ミ
減
量
化
へ
の
思
い
を
協
議

し
、「
資
源
循
環
の
促
進
に
関
す
る
連
携

協
定
」
の
締
結
に
至
っ
た
。
小
学
生
に
デ

ザ
イ
ン
画
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
エ
コ
ト
レ
ー
を
製
作
、
市
内
６
店
舗

の
食
品
ス
ー
パ
ー
で
流
通
し
て
い
る
。
現

在
の
ト
レ
ー
回
収
率
20
％
を
、
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
35
％
と
し
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
を
目
標
に
取
り
組
む
。　
（
市
当
局
）

小
野
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
取
組
に
つ

い
て

■
■
　

質
問　
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
反
響
や
今
後
の

展
開
を
問
う
。

■
■
　

答
弁　
持
ち
運
べ
る
市
役
所
を
目
指
し
シ

ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
機
能

は
職
員
の
手
作
り
で
あ
る
。
12
月
１
日
現

在
、
約
１
４
，
６
０
０
人
に
ご
利
用
い
た

だ
き
、
現
在
も
様
々
な
予
約
シ
ス
テ
ム
の

開
発
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
利

便
性
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

前
田
光
教
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

小
野
な
の
か
、
お
の
の
の
か
な
の
か

「
お
の
の
の
か
」 

さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
モ
デ
ル
を
務
め
る
！

答
弁

■
■
　

質
問　
公
設
コ
ン
ビ
ニ
「
ふ
れ
あ
い
マ
ー

ト
」
の
現
状
と
課
題
は
。

■
■
　

答
弁　
開
設
以
降
、
売
上
高
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
、
仕
入
れ
の
効
率
化
・
在
庫
の
見
直

し
を
進
め
て
い
る
が
、
市
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
等
の
支
援
が
必
要
な
状
況
。
一
方
で
、

住
民
が
集
う
場
所
と
し
て
地
域
に
根
付
い

て
き
て
お
り
、
課
題
と
し
て
、
収
益
性
を

上
げ
る
こ
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
後
継
者
育
成

が
挙
げ
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問　
来
住
地
区
に
は
店
舗
が
な
く
、
河

合
地
区
は
コ
ン
ビ
ニ
１
店
舗
と
な
っ
て
お

り
「
食
品
ア
ク
セ
ス
困
難
人
口
」
の
割
合

は
高
く
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
来
住
・
河

合
地
区
へ
の
公
設
コ
ン
ビ
ニ
事
業
の
展
開

は
。■■

　

答
弁　
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
の
運
営
の
課
題

を
、
市
・
運
営
者
・
地
域
が
認
識
を
共
有

し
解
決
に
取
り
組
み
、
安
定
運
営
に
目
途

が
つ
い
た
時
点
で
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も

っ
て
、
来
住
・
河
合
地
区
へ
の
事
業
展
開

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
市
当
局
）

■
■
　

質
問　
他
市
で
は
、
飲
食
店
が
惣
菜
や
弁

当
を
店
頭
や
移
動
販
売
車
で
販
売
し
て
い

る
地
域
が
あ
る
。
今
後
、
公
設
コ
ン
ビ
ニ

を
展
開
さ
れ
る
時
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

■
■
　

答
弁　
現
在
、
ら
ん
ら
ん
バ
ス
、
ら
ん
ら

ん
タ
ク
シ
ー
、
公
設
コ
ン
ビ
ニ
や
送
迎
サ

ー
ビ
ス
等
で
対
応
し
て
い
る
。
移
動
販
売

車
の
コ
ス
ト
等
も
勘
案
し
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問　
公
設
コ
ン
ビ
ニ
の
今
後
の
展
開

は
。■■

　

答
弁　
来
住
・
河
合
地
区
は
買
い
物
弱
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

歩
い
て
行
け
る
所
に
店
は
必
要
。
市
も
応

援
す
る
が
、
住
民
も
一
翼
を
担
う
覚
悟
で

取
り
組
む
こ
と
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

掘
井
ひ
さ
代
議
員
（
お
の
未
来
図
）

食
品
ア
ク
セ
ス
問
題
に
つ
い
て

公
設
コ
ン
ビ
ニ
・
移
動
販
売
・
ら
ん
ら
ん
バ
ス
等
で
対
応

答
弁

QRコード

QRコード

⑩各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

■
■
　

答
弁　
こ
の
度
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
後
に

お
け
る
兵
庫
県
と
小
野
市
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
法
の
下
に
県
と
市
の
関
係
は
相
互

に
対
等
の
場
で
あ
る
中
で
、「
県
と
市
が

連
携
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
一

方
で
言
う
べ
き
こ
と
は
言
う
」
と
い
う
の

が
小
野
市
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
。
い
わ
ば

そ
れ
が
特
別
職
で
あ
る
「
政
治
家
と
し
て

の
矜
持
」
で
あ
り
、
絶
え
ず
国
や
県
、
ま

た
全
国
の
首
長
と
も
常
に
連
携
を
と
っ
て

お
り
、
何
ら
こ
れ
ま
で
と
対
応
が
変
わ
る

も
の
で
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
無

料
化
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁　
県
下
約
９
割
の
市
町
は
小
野
市
と

同
等
額
の
自
己
負
担
を
設
け
て
い
る
。
個

人
の
感
染
予
防
に
対
す
る
意
識
に
よ
っ
て

接
種
率
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。　
　
（
市
当
局
）

ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
無
料
化
に
つ
い
て

　
■
■
　

答
弁　
高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
利
用

者
は
年
々
増
加
が
想
定
さ
れ
、
無
料
で
乗

車
で
き
る
方
の
割
合
が
増
え
る
こ
と
か
ら

無
料
対
象
者
を
拡
大
し
な
い
。（
市
当
局
）

イ
オ
ン
小
野
店
の
一
時
休
業
に
つ

い
て

■
■
　

答
弁　
イ
オ
ン
の
営
業
サ
イ
ド
と
し
て
は

「
閉
店
」
で
は
な
く
、「
営
業
再
開
」
が

前
提
。
建
設
市
況
に
よ
り
、
確
定
的
な
時

期
等
が
明
言
で
き
な
い
。
イ
オ
ン
小
野
店

の
未
来
志
向
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
営
業
再

開
に
よ
り
周
辺
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

図
書
館
東
側
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て

■
■
　

答
弁　
店
舗
の
誘
致
は
、
民
間
主
導
に
よ

り
進
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

河
島
信
行
議
員
（
無　
会　
派
）

小
野
市
と
兵
庫
県
と
の
良
好
な
関
係
構
築
に
つ
い
て

姿
勢
は
「
政
治
家
と
し
て
の
矜
持
」
を
持
っ
て
対
応

答
弁

■
■
　

質
問　
イ
オ
ン
小
野
店
の
一
時
休
業
に
伴

う
、
ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
の
停
留
所
や
、
ル

ー
ト
に
は
ど
の
よ
う
な
変
更
が
あ
る
の

か
。■

■
　

答
弁　
市
内
を
運
行
す
る
ら
ん
♡
ら
ん
バ

ス
の
乗
降
者
数
は
、
令
和
６
年
度
で
20
万

人
を
超
え
る
見
込
み
で
、
最
も
多
い
の
が

イ
オ
ン
バ
ス
停
で
５
万
５
千
人
で
あ
る
。

イ
オ
ン
バ
ス
停
は
市
内
運
行
ル
ー
ト
の
ハ

ブ
機
能
を
有
し
て
お
り
、
イ
オ
ン
一
時
休

業
に
伴
い
、
こ
ち
ら
の
ハ
ブ
機
能
は
、
エ

ク
ラ
停
留
所
に
移
転
す
る
。
主
な
理
由

は
、
①
現
在
二
つ
の
停
留
所
は
近
接
す
る

位
置
に
あ
り
、
現
行
の
バ
ス
の
便
数
を
維

持
で
き
る
こ
と
、
②
運
行
時
刻
の
変
更
も

軽
微
で
済
む
こ
と
、
③
運
行
距
離
延
長
な

ど
に
伴
う
経
費
の
増
加
が
な
い
こ
と
、
④

エ
ク
ラ
周
辺
に
は
「
う
る
お
い
交
流
館
エ

ク
ラ
」「
図
書
館
」「
食
料
品
店
」
な
ど
の

施
設
利
用
も
で
き
、
イ
オ
ン
の
一
時
休
業

に
伴
う
不
便
さ
を
軽
減
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
イ
オ

ン
バ
ス
停
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
を
対

象
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
概

ね
好
意
的
な
回
答
を
得
て
い
る
。
ま
た
将

来
イ
オ
ン
小
野
店
が
再
オ
ー
プ
ン
し
た
際

に
は
、
イ
オ
ン
内
に
停
留
所
を
戻
す
こ
と

に
つ
い
て
、
イ
オ
ン
及
び
神
姫
バ
ス
と
も

調
整
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
か
か
る
変
更

も
軽
微
で
済
む
と
考
え
て
い
る
。（

市
当
局
）

河
島
三
奈
議
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
の
ハ
ブ
機
能
は
？

ハ
ブ
機
能
は
、
エ
ク
ラ
バ
ス
停
留
所
へ
移
転

答
弁

QRコード

QRコード

らん♡らんバスとイオン小野店
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各議員の顔写真の下のQRコードをスマートフォンなどで読み取ると、その議員の一般質問などの動画をご覧いただけます。

■
■
　

質
問
　「
だ
か
ら
お
の
な
の
か
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
目
指
す
効
果
や
目
標
は
。

■
■
　

答
弁
　
観
光
客
数
の
増
加
と
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
額
の
増
加
を
期
待
し
て
お
り
、
具

体
的
な
戦
略
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
た
な
切
り
口
で
、
観
光
施
設
や
地
場

産
品
の
魅
力
が
よ
り
引
き
出
さ
れ
る
デ
ザ

イ
ン
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
用
い
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
、
観
光
と
ふ
る

さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を
相
互
に
連
携
さ
せ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数

を
４
，
０
０
０
人
に
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
額
４
億
円
に
達
す
る
こ
と
を
今

年
度
の
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
浄
土
寺
を
観
光
資
源
と
し
て
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

■
■
　

答
弁
　
浄
土
寺
の
魅
力
を
引
き
出
す
事
業

と
し
て
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ひ
ま

わ
り
」
の
ガ
イ
ド
事
業
が
あ
る
。
市
内
外

か
ら
訪
れ
る
観
光
客
に
対
し
、
無
料
で
観

光
案
内
を
実
施
し
、
国
宝
浄
土
寺
の
魅
力

を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
取
り
組

み
で
は
、
近
隣
４
市
の
観
光
協
会
が
協
働

し
、「
播
磨
の
国
宝
巡
り
」
ツ
ア
ー
を
実

施
し
て
い
る
。

　
観
光
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
事
業
は
、
本
年

度
か
ら
小
野
市
観
光
協
会
に
お
い
て
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
プ
の
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
地
図
デ

ー
タ
に
、
観
光
施
設
や
飲
食
店
店
舗
等
の

情
報
を
関
連
付
け
、
ど
こ
に
ど
ん
な
内
容

の
施
設
が
あ
る
か
が
一
目
で
分
か
る
も
の

で
、
周
遊
観
光
す
る
に
は
と
て
も
便
利
に

な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

宮
脇
健
一
議
員
（
日
本
維
新
の
会
）

観
光
戦
略
の
方
向
性
に
つ
い
て

遊
び
方
を
提
案
し
周
遊
を
促
し
て
い
く

答
弁

■
■
　

質
問
　
加
齢
で
難
聴
に
な
る
と
社
会
参
加

が
難
し
く
な
り
、
フ
レ
イ
ル
や
認
知
症
の

発
症
・
進
行
に
も
つ
な
が
る
。
補
聴
器
購

入
の
補
助
制
度
が
必
要
だ
。

■
■
　

答
弁
　
県
の
実
証
実
験
で
は
成
果
が
少
な

か
っ
た
。
県
内
15
市
町
が
実
施
し
て
い
る

が
補
助
率
は
少
な
い
。
市
独
自
の
助
成
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。（
市
当
局
）

■
■
　

答
弁
　
市
民
の
要
望
が
あ
り
、
実
態
と
し

て
必
要
が
あ
れ
ば
、
ど
の
段
階
で
ど
ん
な

対
応
が
望
ま
し
い
か
、
も
う
少
し
考
え
る

必
要
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

高
齢
者
の
食
事
確
保
を

■
■
　

質
問
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
食
事
が

心
配
だ
。
何
か
対
応
は
あ
る
の
か
。

■
■
　

答
弁
　
小
野
市
よ
り
そ
い
協
議
会
で
「
よ

り
そ
い
」
と
い
う
冊
子
を
作
成
し
、
食
事

や
食
料
品
を
配
達
で
き
る
16
業
者
を
紹
介

し
て
い
る
。
コ
ミ
セ
ン
２
か
所
で
男
の
料

理
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。　
（
市
当
局
）

マ
イ
ナ
保
険
証
と
健
康
保
険
証
廃

止
に
つ
い
て

■
■
　

質
問
　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
加
入
状
況
と
利

用
状
況
を
問
う
。

■
■
　

答
弁
　
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
率
は
92
．
２
％
、
マ
イ
ナ
保
険
証
紐
付

け
は
約
71
％
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
は

16
．
７
％
。　
　
　
　
　
　
　
（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　
医
療
機
関
は
マ
イ
ナ
保
険
証
に
対

応
で
き
て
い
る
の
か
。

■
■
　

答
弁
　
市
内
の
約
95
％
の
医
療
機
関
等
で

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
り
受
診
で
き
る
。
現

在
、
ト
ラ
ブ
ル
の
情
報
は
な
い
。（
市
当
局
）

■
■
　

質
問
　「
資
格
確
認
書
」
は
、
今
後
も
毎

年
発
行
さ
れ
る
の
か
。

■
■
　

答
弁
　
マ
イ
ナ
保
険
証
で
な
い
方
に
資
格

確
認
書
が
発
行
さ
れ
る
。
国
民
健
康
保
険

及
び
後
期
高
齢
者
保
険
に
係
る
有
効
期
限

は
県
内
統
一
で
１
年
間
で
あ
る
。（

市
当
局
）

藤
原
　
章
議
員
（
日
本
共
産
党
）

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に
補
助
を

ど
の
段
階
で
、
ど
ん
な
対
応
が
望
ま
し
い
か
考
え
る

答
弁

QRコード

QRコード
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常任委員会審査報告常任委員会審査報告
　12月定例会の提出議案審査について、予算決算、総務文教、民生地域の各常任委員会を開催し、当局か
ら細部にわたる説明を受け、慎重に審査しました。

≪予算決算常任委員会≫
12月19日開催
付託議案数：７件（議案第55号、議案第62～67号）
審 査 結 果：反対討論はなく、全会一致で可決すべきものと決定。

●主な審査内容
議案第62号　令和６年度小野市一般会計補正予算（第８号）について
　低所得世帯物価高騰緊急支援給付金支給経費について、対象世帯数や対象人数、具体的な振込スケジ
ュールを確認しました。小野市公式ＬＩＮＥを活用し、最短で１月末が最初の振込予定であることを確
認しました。

≪総務文教常任委員会≫
12月19日開催
付託議案数：７件（議案第56号、第58号～59号、第68～71号）
審 査 結 果：【議案第56号、第58号～第59号、第68号、第71号】

反対討論はなく、 全会一致で可決すべきものと決定。
【議案第69号、第70号】
反対討論があったものの採決の結果、賛成多数をもって可決すべきものと決定。

●主な審査内容
議案第58号　小野市うるおい交流館の管理に係る指定管理者の指定について
　小野市うるおい交流館エクラの指定管理者について、引き続きNPO法人北播磨市民活動支援センター
を指定しようとする議案について、非公募による選定方法で問題が無いのか確認しました。
　同法人はエクラの設置目的である市民の協働参画、地域活性化の推進といった目的に即した活動をし
ており、過去の実績や候補者選定の特例規定に基づき非公募による選定で問題ないことを確認しました。

≪民生地域常任委員会≫
12月19日開催
付託議案数：２件（議案第57号、議案第60号）
審 査 結 果： 反対討論はなく、全会一致で可決すべきものと決定。

●主な審査内容
議案第57号　小野市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条

例の制定について
　過去に固定資産税の減免を受けた企業が何社あるのか、また減免の対象となる本社機能を有する建物
の条件等について確認しました。

※令和6年10月1日付で、委員長が山本悟朗議員から河島信行議員に交代しています。

※令和6年11月6日付で、副委員長が安達哲郎議員から村本洋子議員に交代しています。

⑬



議 会 活 動 報 告議 会 活 動 報 告
令和6年度　議会調査研究活動

令和6年度　議員協議会

各議員の報告書は、市議会ホームページの 「議会調査研究活動報告」 をｃｈｅｃｋ！
令和６年12月２7日  開催

令和６年12月２7日  開催

令和６年11月２7日  開催

全国市議会議長会研究フォーラムトーサイクラシックホール岩手（岩手県民会館）10月9日～10日

派　遣　先 内　　　容派遣日

10月17日～１8日 アクリエ姫路（兵庫県姫路市） 全国都市問題会議

道路河川課三木スマートインターチェンジについて

説　　明　　者項　　目　　名

北播磨総合医療センター企業団の運営について 北播磨総合医療センター企業団

　令和５年度、市内の団体様より議会との懇談を行いたいとのご希望をいただいて開催したこと
をきっかけに制度化し、制度開始後初めての開催となりました。
 市内法人保育所等理事長会様からお申込み頂き、議会運営委員会にはかり、福祉、子育てが所管
業務である、民生地域常任委員会が担当しました。
 懇談会では、理事長会会長をはじめ、園長先生方からも保育現場の状況をご説明いただき、現在
の保育所・認定こども園の課題や、目指していくことなどを情報共有しました。議員からも質問
させていただき、貴重な意見をお伺いし、大変有意義な時間となりました。

出された主な意見

●市の補助金等もあり無事認定こども園化して園児も増えている。
●今のところ法律で規定された保育士の人数は、どの園も確保されているが、保育の質の向上や 
　保護者のニーズを保てるほどの充足率ではない。また、産休・育休対応での補充の職員が確保
　されていない。
●正規とパートの職員の割合が理想的で
はなく、正規職員の負担が増えている。

●コロナ禍で外遊び等の経験不足の影響
が見られる。

●配慮の必要な子どもが増えているため、
職員確保にどの園も苦慮している。

●保育のしごと就職フェアに市も協賛し
てほしい。

市民との懇談会を開催市民との懇談会を開催

⑭

総務文教常任委員会視察報告
令和6年11月12日㈫

施設の特徴✔

視察の目的✔

改修工事のポイント✔

市民が共に学び、考え、行動する「環境学習都市」の実現✔

もりやまエコパーク交流拠点施設✔

・70トン級の小規模施設でありながら、高温高圧の
蒸気条件で高い発電効率を達成。
・発電出力：1400KW
・タービン排熱を利用し、交流拠点施設の温水プー
ルへの熱供給
・焼却の際に発生する熱エネルギーを利用する、サ
ーマルリサイクルに取り組む。
・煙突が目立たなく、景観に配慮した外観デザイン
・埋設廃棄物対策としてランプウェイを採用
・バーチャル炉内体験やパッカー車のトリックアート等を設置し、充実した施設見学の実施。

 新環境センターの建設を契機として、平成29年10月23日に「環境学習都市宜言」を制定。この宣言
は、「市民一人ひとりが守山の環境について、さらに理解を深めるとともに、学び、考え、行動するこ
と」とする自治連合会からの決意表明を受け、市民の手によって定められた。

　「環境」、「健康」、「交流」をはぐくむ活動拠点
　守山市環境学習都市宣言記念公園交流拠点施設は、地域の新たな魅力づくり
に大きく貢献する施設にするとともに、多くの市民が集い、憩うことで、市民
に愛される施設として、「環境」、「健康」、「交流」をはぐくむ活動拠点となる
よう整備された。

　長寿命化改修工事が完了した旭丘中学校を全議員で内覧し、市当局および建設業者から主な工事内容
等について説明を受けるため。

①長寿命化改修工事
②校内バリアフリー化
③トイレバリアフリー化
④保健室の位置の変更
⑤職員室のレイアウト変更
⑥防犯レベルの向上
⑦中庭の有効活用

★もりやまエコパーク環境センター、交流拠点施設について（滋賀県守山市）

令和6年11月25日㈪
★旭丘中学校（長寿命化改修工事）内覧について

※12月下旬に新校舎へ引越し、３学期から供用開始

報告の詳細は
ホームページで！

⑮
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本会議の受付所　市役所６階
傍聴者名簿に住所・氏名を記入
※入退場自由/定員38人 
※耳が聞こえにくい方も傍聴できる
よう磁気ループを設置しています。

各委員会の受付所　市役所６階 
傍聴者名簿に住所・氏名を記入 

本会議の様子をパソコンやスマホ等で
いつでも視聴できます。 （ライブ中継・
録画視聴）過去2年分の録画中継が視
聴できます。 アプリをダウン

ロードするとス
マホに広報紙が
届きます！

傍 聴 方 法 ネット中継視聴方法

令和７年３月定例会（予定）

ネットで気軽に閲覧

※議会と市民との懇話会 … 一般質問を行う日の本会議休憩中に、傍聴者の方からご意見をいただく機会を設けています。
※託 児 コ ー ナー 開 設 … 一般質問を行う３月１2日（水）、 １3日（木）は、 「託児コーナー」を開設します。

傍聴の際には、1歳から就学前のお子様をお預かりします。 ３月4日（火）までに議会事務局までお申し込みくだ
さい。（費用負担はありません）

※手話通訳 ・ 要約筆記 … 本会議を傍聴される際に「手話通訳」・「要約筆記」を利用することができます。
希望日の８日前までに議会事務局までお申し込みください。（費用負担はありません）

日 月
24 25 26 27 28 3/12/23

3 4 5 6 7 82

10 11 12 13 14 159

17 18 19 20 21 2216

24 25 26 27 28 2923

火 水

本会議1日目
 （10：00～）
議案説明

予算決算常任委員会
 （10：00～）

手話通訳・要約筆記申し込み〆
 （26日分）

予算決算常任委員会
 （10：00～）

本会議2日目（10：00～）
一般質問
※懇話会あり

本会議4日目
 （13：30～）
議案の採決など

民生地域常任委員会
（10：00～）

総務文教常任委員会
 （13：30～）

本会議3日目（10：00～）
一般質問
※懇話会あり

託児申し込み〆
 （12・13日分）

手話通訳・要約筆記
申し込み〆
 （12・13日分）

木 金 土

議会を傍聴
しませんか？

※変更となる場合があります。
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